
伊勢市における子どもや高齢者をはじめ誰もが安全で安心して利用できる都市公園の整備（防災・安全）
平成24年度　～　平成28年度　（5年間） 伊勢市

　伊勢市総合計画（みんなのまちの計画）のアンケートにおいて、「あなたがお住まいの周辺の公園は快適に利用できますか」という問いについて「大いに思う」「少し思う」と答えた人の割合を25.3%(H24当初）
から38.2%（H28末）へ増加させる。

　倉田山公園の一次避難地としての避難者収容人数7,000人を確保する。

（H24当初） （H26末） （H28末）
H24年度～平成28年度（5年間）で、市民感覚としての公園の充実度合いを12.9%増加させる。

25.3 ％ → 38.2 ％ 25.3% 33.4% 38.2%

倉田山公園の一次避難地としての避難者収容人数7,000人を確保する。（14,000㎡÷2㎡/人=7,000人（有効避難面積÷有効避難単位面積））
0 人 → 7,000 人 0人 　 7,000人

○事後評価の実施体制、実施時期

交付対象事業 事後評価の実施時期

平成29年5月

目標の達成状況やその要因の確認を行い、事後評価を実施。 公表の方法

伊勢市ホームページにより公表

1.交付対象事業の進捗状況

Ａ1　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H24 H25 H26 H27 H28

1-A-1 公園 一般 伊勢市 直接 都市公園安全・安心対策緊急総合支援事業 793
公園施設の
改築は平成
25年まで

1-A-2 公園 一般 伊勢市 直接 公園施設長寿命化対策支援事業 59

合計 852

Ｂ　関連社会資本整備事業
事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 H24 H25 H26 H27 H28

合計

番号 備考

Ｃ　効果促進事業

社会資本総合整備計画（市街地整備） 平成29年6月6日

計画の名称

計画の期間 交付対象
計画の目標

公園満足度 公園満足度 公園満足度

避難者収容人数 避難者収容人数

　本市は東南海・南海地震防災対策推進地域に指定されているこのことから、災害時の一時避難地となる公園施設の耐震化を行い、市民の避難場所を確保する。
　また、公園施設の今後進展する老朽化に対する安全対策の強化やバリアフリー化を行い、子どもや高齢者をはじめ誰もが安全で安心して利用できる都市公園の整備を推進し、生活者の視点に立った安心で質の高い暮らしを実
現する。

　　計画の成果目標（アウトカム指標）

　　アウトカム指標の定義及び算定式 アウトカム指標の現況値及び目標値
備考当初現況値 中間目標値 最終目標値

Ｃ
効果促進事業費の割合

0.0%
Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
Ａ Ｂ852百万円

伊勢市
遊具更新、公園施設耐震化、
ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ化整備　　倉田山公園等11公園

伊勢市

伊勢市 遊具更新　黒瀬第２公園等18箇所 伊勢市

交付対象事業

事業者
要素となる事業名

市町村名
全体事業費
（百万円）（事業箇所）

番号 事業者 要素となる事業名
事業内容

市町村名

一体的に実施することにより期待される効果

事業実施期間（年度） 全体事業費
（百万円）（延長・面積等）

852百万円

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考
種別 種別 対象 間接 H24 H25 H26 H27 H28

合計

番号 備考

　伊勢市における子どもや高齢者をはじめ誰もが安全で安心して利用できる都市公園の整備

交付 備考

対象

1-A'-2 公園 伊勢市 公園施設長寿命化計画策定事業 40 防災・安全移行元

1-A'-3 公園 伊勢市 303 防災・安全移行元

1-C'-1 公園 伊勢市 公園施設整備事業 10 防災・安全移行元

1-C'-2 公園 伊勢市 128 防災・安全移行元

2.事業効果の発現状況、目標値の達成状況

番号 事業者 要素となる事業名 事業内容 市町村名
全体事業費
（百万円）

市町村名
全体事業費
（百万円）

（事業箇所）

343百万円 Ｂ’

伊勢市

倉田山公園野球場施設整備事業 伊勢市

Ｃ’ 138百万円 (C+C')/((A+A')+(B+B')+(C+C')） 10.4%

伊勢市

倉田山公園整備事業 伊勢市

一体的に実施することにより期待される効果

その他関連する事業
計画等の名称

事業種別
要素となる事業名

Ａ’

Ⅲ定量的指標以外の交付対象事業の効果の発現状況
(必要に応じて記述)

3.特記事項(今後の方針等)

今後も公園満足度の向上を図るため、自治会等を通じて市民と意見交換を図り、よりニーズに即した満足度の高い公園整備を行っていく。

Ⅰ定量的指標に関連する
　　　交付対象事業の効果の発現状況

整備事業の見直しにより一部整備規模が縮小されたが、倉田山公園においては、安全で安心して利用できる公園として整備した結果、一次避難地が確保された。

Ⅱ定量的指標の達成状況
指標①(公園満足度の向
上)
指標②（避難者収容人数

最終目標値 ①38.2%　②7,000人
目標値と実績値に差が出た要因 整備事業の見直しにより整備規模が縮小された。

最終実績値 ①33.1%　②7,000人


